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【結果】
入所後は３食経管栄養だったが、多職種でア
プローチを重ねることで、ご本人の食事への
意欲を高め、経口摂取ができるようになっ
た。
【考察】
食事を召し上がりたいとご本人が強く希望
し、チームで検討、アプローチを続ける事
で、「美味しい」と自ら言葉を発し、笑顔で
食事を楽しむ事ができるようになった。

【はじめに】
入所した当初は周りに興味を示さず、覚醒に
ムラがあり、ウトウト居眠りをしている事が
多くあった。失語症のため、コミュニケー
ションは表情や動作でyes・ｎoを確認、促せ
ば単語を発するのみ。栄養は入院中と同様の
３食経管栄養で、経口からは少量のゼリーを
摂取。しかし、他のご利用者が食事や飲み物
を召し上がったりするのを、羨ましそうにし
て見ている様子がうかがえた。
【症例紹介】
77歳　女性　要介護５
既往歴：脳梗塞、高次脳機能障害、失語症、
　　　　慢性うっ血性心不全、２型糖尿病、
　　　　胃瘻造設
脳梗塞後の高次脳機能障害、失語症、摂食障
害、右片麻痺に対してのリハビリ目的で竹川
病院に入院。以前、暮らしてたサ高住に戻る
のは難しく、家族の希望でケアセンターけや
きに入所となる。
【ケア計画】ケアセンターけやき訪問看護ST
による嚥下機能の評価を行い、とろみの調整
や食事の姿勢についてアドバイスをもらい、
また、日中の生活リズムづくりとして体操や
好きな歌を歌ったりして、起きている時間を
増やすことにより活動量を増加を促すことが
できた。
２型糖尿病もあり、竹川病院の主治医とも連
携し、経管栄養剤の量を調整し、血糖コント
ロールをインスリンから経口血糖降下剤への
変更を行う。
【経過】
経口からの食事を３食に増やとますます活発
になり、車椅子を自走しフロアを散歩される
ようになった。また、発語も増え、最初は頷
いたり単語を発する程度だったが、今では職
員や、他のご利用者と会話するようになり、
笑顔を輝かせている姿が多く見られるように
なった。
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